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一1・鹿児島大学医学部における新RI研究棟の

　　概要

　　　　　　　。園田　勝男

　　　　　　　（鹿大・中放）

中條　政敬　　樋口　和博　　篠原　慎治

　　　　　　　　（同・放）

　我々は先の放射線学会九州地方会にて，鹿大医

学部付属病院における診療施設としての中央RI

センターの概容を紹介したが，今回これとは別

に，我々の医学部では完全に分離・独立させてい

る研究施設としての新RI研究棟の紹介を行なっ

てみた。新RI研究棟の建坪面積は，　M2で，建

物の外に各45トンの貯溜槽2基と希釈槽1基を配

備している。1階は主として管理系統の部屋と学

生実習室，動物飼育・実験室及び貯蔵室，廃棄物

処理室等からなり，2階は主としてトレーサー実

験を行なう4実験室と3測定室からなる。電気

室，機械室を屋上に設置し，汚染防止の観点から

は各部屋及び廊下はエリァモニターで，また排液

はβ線及びγ線の排水モニターで，更に排気は動

物飼育系統と一般系統の2系統に分離しての排気

モニタhで・そのRI濃度をチェックできるよう

にし，これらの全てを管理室で制禦・監視できる

総合モニタリングシステムをとっている。

2・DIV／CONコリメータの試作

松本　政典

安永　忠正

金子　輝夫　　藤村　憲治

管　　正康　　片山　健志

　（熊大・放）

　森　　瑞樹

（日本無線医理学）

　9gmTcや1231用のdiverging兼convergingコリ

メータの試作を行なった。規格は，厚さが3．5cm，

孔の直径がdiv．側で3．Omm，　conv．側で2．6mm

の円形で，約4000孔，焦点距離が約30cm，鉛製

である。有効視野はconv．側，コリメータ面から

0，10，20cmの距離で直径がそれぞれ19．5，13．

0，7．Ocm，　Div．側がそれぞれ26．8，34．6，43．

2cmであった。　Information　densityは4000孔平・

行多孔型のそれを1とすると，Div．の場合2．26，

conv．の場合1．57，従来のDiv．が0．91，直径

4．6mmのPinholeが0．27であり，試作したコリ

メータが最も大であった。その他，物理的特性，

（均一性，直線性，位置分解能等）ならびに臨床

例について，他のコリメータと簡単に比較を行な

い，その結果について報告した。

3．シンチカメラ・ガンマー皿とHPとの比較検

　　討

菅　　和夫　　黒川ひとみ　　松岡順之介

　　　　　　　（小倉記念病院）

　目的　ガンマー正とHPタイプの解像力，直線

性，感度にっいて比較検討した。

　方法　Pb板チャートを用いて解像力，直線性

をフィルム上よりマイクロデンシトメーターでそ

の分解能を比較した。

　感度は甲状腺ファントームを用いて，時間とカ

ウント数の関係を求め，相対感度とし，コリメー

ター使用時と未使用時及びウインドー幅の変化に

ついて調べた。

　結果　HPタイフ゜は6mmまで分解可能で，正

タイプは6mmはやや困難である。低エネルギー

散乱線によるカブリでコントラストの低下を来す

ためと思れる。

　感度は同一ウインドー幅（20％）で皿タイプは

HPタイプの約2倍の計数がある。

　直線性にっいては両ダィプにその有意差は認め
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